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11月3日の天気について（第1報）
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　§1．　はしカミき

　本邦ではU月3日は天気が良いと言われていて1今ま

でに荒川博士外，色々な人達によってシンギュラリティ

ーであることが確められている．例えば高橋博士〔（1），

1955〕は11月3日を日本の季節ごよみの中で一応秋晴れ”

と名付けている．又，伊藤亀雄氏〔（2），1954〕は金沢

の例について，11月3日は11月上旬の他の日に較べて晴

天の多い事が統計的に有意であることを述べている．

現在までの研究は殆ど局地的に取り扱かわれた場合のみ

であるが，筆者は先ず11月3日の東京の天気について調

べ，第2報においてシノプティックの立場からその機構

を考察した．

　§2．11月3日の東京の天気

　資料とし、て1951年1月中央気象台発行の予報当番者用

気候表を用いて1886－1950年の65年間の東京における11

月3日の天気を調べた．尚，年によって統計方法は多少

異なっているがそのままを採用した．得られた結果を第

1表に示す．

第1表東京における11月3日」前後の天気回数
　　　　　　　　　　　　（1886－1950，65力年）
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　表中，晴天率とは各暦日における65年間の晴天回数を

65で割った商で，雨天率とは雨の回数を同様に65で割っ

たもので百分率で示してある．これにより11月3日の天

気がその前後に比較して特に良く，晴天率は62％である

ことが分る1）．

　U月3日の天気の良さを更に具体的に調べるため好天

気度Cを次のように定義する．

　　　C＝五÷B・＋Bゴ＿＿＿．．＿＿＿＿＿（1）

　　　　　　　　6
　ここで　A11月3日の晴天率，B1：．10月30，31日，

11月1日の各晴天率の和，B2：11月5，6，，7日の各晴

天率の和，

　（1）式によりCを計算すると

　　　C－62÷38＋45＋35ま40＋46＋55－1・4・隻一（2ン

となって11月3日の好天度はその前後に比較して1．4倍

であることが分った．11月2日，4日を除V・たのは11月一

3日の影響をなくすためである．

　次に1886－1950年までの毎年の11月3日の天気をグラ

フにしたのが第1図である．横軸に年，縦軸に各年の天

気を示す．

　第1図より1921年以降晴天が特に増加していて，それ

以前は特に晴天が多いわけでなくやや多い程度であった

ことが分る．晴天が，1921年以降特に増加しているのは

気候の永年変化によると思われるが，なお今後の研究に

待たなければならない．

　念のために11月3日の天気が・1921年以降どの位良くな

っているか調べた．1886－1920年（前期），1921・一1950

年（後期）に分けて10月29日から11月8日までの天気を

調べた結果が第2表，第3表である．

　この第2，3表を比較する事により11月3日の晴天率

は前期54％，後期70％で明かに1921年以降晴天が増加し，

ている．

　また（1）式を用いて11月3日の天気良好度を前期，後

期について計算すると，前期，1．2，一後期1．7で明らか

に後期の方が良い．

　11月3日前後の各日についてみ，ると，10月29，30，31

11月2，3，5日の後期晴天が増加して，11月1日，4日

が減少し特に11月1日の雨天が多い事が分る．

　　　第2表　1886－1920年（前期）の11月3日
　　　　　　前後の東京天気表
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第3表

　　　　　第1図　東京における11月3日の天気（1886－1950年，65力年）

1921－1950年（後期）の11月3日　・　　　　　ここで天気図型は高橋博士の天気図型分類〔（1），1955〕

前後の東京天気表　　　　　　　　　　　　に従い，特に移動性高気圧の前面型，・後面型，トラフ型
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　また第1図にっいて各天気の累年の頻度を調べてみる

と，統計的には明瞭でないが，年数の終りに8のつく年例

えば1948は毎年雨となり，6のつく年は晴天である．こ

の事は気候の10年週期の存在と関係しているのかもしれ

ない．なおこの場合雨とは日雨量0．0ミリ以上であるか

ら，雨天というよりは天気が悪いと云うべきであろう．

　5．天気図型分類

　東京における11月3日の天気（1907－1950年，44力年）

と気圧分布との関係を知るため縮刷極東天気図を分類し

たのが第4表である．

第4表 11月3日の天気図型頻度回数
　　　　　　（1907－1950，44力年）
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　を付け加えた．この3つの型を第2図に示す．

　　移動性高気圧の前面型，後面型とは東京が移動性高気

　圧の前面又は後面に入った状態で，トラフ型とは本邦が

　トラフに入った揚合の型である．

　　第4表より東京が快晴または晴のときは移動性高気圧

　の前面型が大部分を占め，雨は移動性高気圧の後面型ま

　たはトラフ型であることが分る．

　　4．　結　　　論

　　以上のことより11月3日に東京では天気が良く，それ

が1921年以降著しいことが分った．

　　そして11月3日のシンギュラリティーは東京地方が移

動性高気圧に蔽われる結果発現することが分った．この

　ことは第2報において，シノプティックの立場から本邦

全体について調査した結果と一致することが分った．

　終りに終始御指導を賜った長尾隆教官に深謝すると

共に種々有益な御援助を戴いた畏友島田芳夫技官に感謝

致します．

　　　　　　　　　参　考　交　献

、（1）　高橋浩一郎，1955．：動気候学，pp．，62～63，65～

　　69．・

（2）伊藤亀雄，1954：雨の降らない日，測候時報，21，

　　292～295．

句一W一　　　　　　　　　　訂　　　　正

　Vo1．3，No．5の中で重要な誤があったので，

通り訂正致します．
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　　　　　第4図　天　気　図　型
（a）移動性高気圧塑前面型，（b）後面型，（c）トラフ型
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